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ス
ペ
イ
ン
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
自
治
州
議
会

は
こ
の
ほ
ど
、
州
の

「独
立
宣
言
」
を
発
し
、

Ｅ
Ｕ
諸
国
を
驚
か
せ
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
中
央
政
府
は
こ
の
独
立
宣
言
を

認
め
ず
、
自
治
権
の
停
止
、
州
議
会
の
解

散
を
命
じ
、
プ
チ
デ
モ
ン
州
知
事
を
直
ち

に
罷
免
し
た
。

　

州
内
は
住
民
が
独
立
賛
成
派
、
反
対
派

と
真
っ
二
つ
に
割
れ
、
賛
成
派
、
反
対
派

が
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
混
乱

は
拡
大
し
て
い
る
。

　

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
問
題
は
Ｅ
Ｕ
諸
国
を
〝
驚

か
せ
た
〟
と
表
現
し
た
が
、
問
題
は
か
な

り
以
前
か
ら
く
す
ぶ
り
続
け
、
独
立
宣

言
は
時
間
の
問
題
と
ま
で
取
り
沙
汰
さ
れ

て
き
た
。

　

困
惑
し
た
の
は
Ｅ
Ｕ
本
部
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
自
治
州
が
Ｅ
Ｕ
本

部
に
対
し
、
介
入
と
、
独
立
し
た
後
の
Ｅ

Ｕ
加
盟
残
留
を
要
請
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
は
各
国
へ
の
波
及
懸
念

　
　

独
、
仏
も
独
立
宣
言
非
難

　

Ｅ
Ｕ
は
各
国
へ
の
飛
び
火
を
懸
念
、
ユ
ン

ケ
ル
欧
州
委
員
長
は

「
ス
ペ
イ
ン
国
内
の

問
題
に
介
入
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
朝
起

き
た
ら
Ｅ
Ｕ
が
95
カ
国
に
な
っ
て
い
た

（
現

在
28
カ
国
）
な
ど
の
状
況
は
望
ま
な
い
。

こ
れ
以
上
の
亀
裂
や
分
断
は
い
ら
な
い
」

と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
自
治
州
を
突
き
放
し
た
。

　

Ｅ
Ｕ
の
立
場
は
当
然
と
言
え
た
。
欧
州

で
は
ベ
ル
ギ
ー
が
北
部
オ
ラ
ン
ダ
語
圏
と

南
部
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
対
立
が
続
き
、
北

部
で
は
分
離
独
立
運
動
が
く
す
ぶ
っ
て
お

り
、
英
国
で
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
問
題
、
さ

ら
に
移
民
問
題
を
巡
っ
て
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
で
は
右
翼
政
党
の
台
頭
と
Ｅ
Ｕ
の
結
束

を
脅
か
す
市
民
運
動
が
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
た
め
だ
。

　

Ｅ
Ｕ
は
〝
内
政
不
干
渉
〟
の
原
則
に
基

づ
い
て
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
自
治
州
が
求
め
て
き

た
介
入
要
請
を
き
っ
ぱ
り
と
拒
み
、
「
住

民
投
票
は
憲
法
違
反
」
と
す
る
ス
ペ
イ
ン

の
中
央
政
府
を
支
持
し
た
。

　

Ｅ
Ｕ
の
規
則
で
は
加
盟
国
か
ら
あ
る
地

域
が
分
離
独
立
し
た
場
合
、
新
た
な
申

請
手
続
き
を
求
め
て
お
り
、
全
加
盟
国
の

同
意
が
必
要
と
し
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
が
独

立
国
と
し
て
Ｅ
Ｕ
に
留
ま
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
不
可
能
と
し
て
い
る
。

　

他
の
欧
州
各
国
も
こ
の
〝
独
立
宣
言
〟

に

「認
め
な
い
」
態
度
を
表
明
し
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は

「ス
ペ
イ

ン
中
央
政
府
へ
の
支
持
」
を
表
明
し
て
お
り
、

ド
イ
ツ
も
「一
方
的
な
独
立
は
認
め
な
い
」

（
ザ
イ
ベ
ル
ト
報
道
官
）
と
強
調
。
北
部

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
独
立
問
題
を
抱
え
る
英

国
も

「違
法
な
住
民
投
票
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
英
国
は
認
め
な
い
」
（メ
イ
首
相

報
道
官
）
と
、
強
い
口
調
で
独
立
を
非
難

し
て
い
る
。

　

唯
一
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
の
は
ベ

ル
ギ
ー
で
、
「対
話
を
通
し
て
の
み
解
決
で

き
る
問
題
だ
。
国
際
的
な
秩
序
を
尊
重

し
た
平
和
解
決
を
望
む
」
（シ
ェ
ル
首
相
）

と
穏
健
な
コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
各
国
の
非
難
を
よ
そ
に
、
罷

免
さ
れ
た
プ
チ
デ
モ
ン
前
州
知
事
は
指
名

手
配
さ
れ
た
後
も
11
月
４
日
現
在
ベ
ル
ギ

ー
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
改
め
て
Ｅ
Ｕ
に
独

立
問
題
へ
の
介
入
を
求
め
、
ス
ペ
イ
ン
中
央

政
府
に
よ
る
自
治
権
停
止
、
直
轄
支
配
、

幹
部
の
逮
捕
に

「我
々
か
ら
責
任
を
奪
う

違
法
な
道
だ
。
幹
部
の
逮
捕
は
民
主
主
義

へ
の
挑
戦
、
即
刻
釈
放
を
」
と
批
判
し
て

い
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
最
高
裁
判
所
は
引
き
続
き
プ

チ
デ
モ
ン
氏
や
州
政
府
の
幹
部
を
反
逆
罪

Ｅ
Ｕ
は

「独
立
宣
言
」
認
め
ず
、
市
民
は
二
分

 

　

ス
ペ
イ
ン
・
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
問
題
の
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で
捜
査
中
で
あ
る
と
表
明
、
「独
立
宣
言
」

は
差
し
止
め
た
。

　

市
民
は

「
独
立
賛
成
」
「
反
対
」
派
と

分
か
れ
た
ま
ま
で
、
賛
成
・
反
対
派
の
勢

力
は
拮
抗
し
て
い
る
。

賛
成
派
が
「
民
族
を
軽
視
し
た
」

　
　

税
金
の
還
元
が
低
い
と
抵
抗

　

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
自
治
州
は
ス
ペ
イ
ン
北
東

部
に
位
置
し
、
独
自
の
文
化
を
持
ち
、
プ

ラ
イ
ド
も
高
い
。
２
０
１
０
年
後
の
ス
ペ
イ

ン
経
済
危
機
を
境
に
住
民
ら
が
中
央
政

府
に
不
満
を
募
ら
せ
た
。
こ
れ
を
背
景
に

独
立
派
が
州
議
会
の
多
数
を
握
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

州
政
府
は
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投

票
を
実
施
、
90
％
が
賛
成
だ
っ
た
と
し
て

非
公
式
の

「
独
立
宣
言
」
「
宣
言
の
効
力

凍
結
」
を
同
時
表
明
、
中
央
政
府
は
投

票
率
が
低
か
っ
た
た
め
と
し
て
こ
れ
を
拒

否
、
州
自
治
権
の
停
止
、
議
会
解
散
を

命
じ
た
。

　

独
立
派
市
民
は
た
だ
ち
に
中
央
政
府
に

「
自
由
を
返
せ
」
な
ど
と
連
呼
、
一
方
、

独
立
に
抗
議
す
る
市
民
集
団
も
ス
ペ
イ
ン

国
旗
を
掲
げ
、
各
地
で
デ
モ
行
進
す
る
な

ど
双
方
入
り
乱
れ
て
の
対
立
が
激
化
し
て

い
る
。

　

独
立
運
動
は
ス
ペ
イ
ン
中
央
政
府
が
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
民
族
を
軽
視
す
る
言
動
を
再

三
発
し
て
き
た
点
、
ま
た
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
が
税
金
と
し
て
支
出
す
る
金
額
と
ス
ペ

イ
ン
中
央
政
府
か
ら
還
元
さ
れ
る
金
額
に

大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
—
—
な
ど
か

ら
運
動
が
炎
上
し
た
。

　

「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

の
１
つ
の
形
態
で
も
あ
る
。

　

独
立
反
対
派
の
市
民
は

「
プ
ラ
イ
ド
だ

け
で
独
立
を
勝
ち
取
っ
て
も
、
そ
の
後
の

展
望
が
全
く
見
え
な
い
。
Ｅ
Ｕ
へ
の
加
盟
も

見
通
し
が
立
た
ず
衰
退
は
目
に
見
え
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
在

住
の
自
営
業
ホ
セ
フ
ァ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ク
さ

ん

（
71
）
は

「
独
立
派
と
反
対
派
は
一

緒
に
生
き
て
行
く
べ
き
だ
」
と
対
立
の
鎮

静
化
を
願
う
。

　

サ
ッ
カ
ー
に
熱
い
ス
ペ
イ
ン
だ
が
、
な
か

で
も
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
サ
ッ
カ
ー
熱
は
と
り

わ
け
高
い
。
こ
の
ほ
ど
サ
ッ
カ
ー
の
ス
ペ
イ

ン
一
部
リ
ー
グ
の
試
合
が
行
な
わ
れ
た
が
、

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の

「ジ
ロ
ー
ナ
」
が
世
界
的

な
強
豪

「
レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ー
ド
」
を
２

対
１
で
破
っ
た
。

　

試
合
は
独
立
問
題
で
揺
れ
る
〝
代
理
戦

争
〟
の
様
相
を
呈
し
た
。
中
央
政
府
の
象

徴
と
も
言
わ
れ
る
マ
ド
リ
ー
ド
を
破
っ
た

成
果
は
、
独
立
賛
成
派
に
し
て
み
れ
ば
ま

さ
に

「神
が
味
方
」
し
た
奇
跡
だ
っ
た
。

日
本
か
ら
も
多
く
の
企
業

　
　
　

騒
動
で
ビ
ジ
ネ
ス
凍
結
も

　

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
経
済
は
住
民
の
勤
勉

さ
、
欧
州
、
中
東
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
よ
さ
な

ど
か
ら
、
日
本
を
始
め
、
多
く
の
外
国
企

業
が
進
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
独
立
問

題
が
生
じ
て
以
降
、
州
内
か
ら
ス
ペ
イ
ン
の

他
の
地
域

（
マ
ド
リ
ー
ド
な
ど
）
に
移
転

し
始
め
て
い
る
。

　

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
長
期
信
用
格
付
も
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
＆
プ
ア
ー
ズ
に
よ
れ
ば
、
Ｂ

Ｂ

（
投
資
不
適
格
）
に
落
ち
込
ん
で
お
り
、

長
期
信
用
格
付
は
ス
ペ
イ
ン
の
自
治
州
内

で
最
下
位
と
な
っ
た
。

　

７
年
前
の
域
内
総
生
産
は
ス
ペ
イ
ン
全
体

の
約
30
％
を
占
め
、
ス
ペ
イ
ン
の
自
治
州

中
最
も
経
済
規
模
が
大
き
か
っ
た
。

観
光
資
源
も
多
く
、
外
国
人
観
光
客
は
、

夏
場
は
地
中
海
の
コ
ス
タ
・
ブ
ラ
バ
、
冬

場
は
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
で
の
ス
キ
ー
な
ど
に

人
気
が
あ
る
。
だ
が
、
独
立
問
題
浮
上

後
は
観
光
客
の
足
も
遠
の
き
始
め
た
と
言

う
。

　

日
本
企
業
は
約
80
社
が
進
出
し
て
お
り
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
日
本
総
領
事
館
に
よ
る
と

日
本
人
居
住
者
は
２
６
０
０
人
。
こ
れ
は

ス
ペ
イ
ン
全
体
の
日
本
人
の
30
％
に
当
た
る
。

企
業
は
日
産
自
動
車
の
工
場
や
花
王
な

ど
が
進
出
。
定
年
後
の
老
後
を
楽
し
む
日

本
人
も
こ
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で
過
ご
し
て
い

る
。
現
地
の
日
本
料
理
店
経
営
者

（
日

本
人
）
は

「
売
り
上
げ
は
激
減
、
早
く

収
拾
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
し
て
お
り
、

現
地
在
住
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は

「こ
の
ま
ま

で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
凍
結
せ
ざ
る
を
い
な

い
」
と
言
う
。

　

前
述
の
日
本
総
領
事
館
は

「今
後
、
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
各
地
で
大
規
模
な
デ
モ
が
予

測
さ
れ
る
」
と
し
て
、
現
地
に
住
む
日
本

人
や
観
光
客
に
対
し
て
行
動
に
は
充
分
注

意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
独
立
問
題
は
今
後
ど
う
動

く
の
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
中
央
政
府
へ
の
不

服
従
運
動
が
さ
ら
に
拡
大
、
激
し
い
デ
モ

が
続
く
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
中
央
政
府

は
独
立
派
の
幹
部
を
反
逆
罪
で
逮
捕
ま
た

は
指
名
手
配
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
火

に
油
を
注
ぐ
こ
と
に
も
な
り
、
混
乱
は
長

引
き
そ
う
だ
。〝
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
〟

は
、
12
月
中
に
も
議
会
選
を
実
施
す
る
と

決
め
て
い
る
が
、
再
び
独
立
派
が
多
数
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
、
早
期
収
拾
の
見
通

し
は
立
っ
て
い
な
い
。

　

地
域
の
独
立
や
自
治
権
拡
大
の
問
題
は

欧
州
諸
国
の
他
の
国
も
抱
え
て
お
り
、
一

刻
も
早
く
正
常
化
へ
つ
な
げ
て
欲
し
い
も
の

で
あ
る
。
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